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The Book of the Duchess に関する一考察

小長谷調高

The Book of t九e Duchess について批評家達は従来多くの欠点を指摘し，此の
（註 1)

作品を非常に低く評価して来た。彼等は此の詩には美しく効果的感動的な節がないで、

もないが，全体としては未熟で退屈で且つ冗漫で，脈絡と均衡とを欠如して居り，詩

趣上の不調和と韻律上の欠陥が顕著であって，最初の部分が無気力で結びの部分が唐

突であるとしている。 そして彼等はこの詩を The Cαnte1・burν Tales に到る

Chaucer の発畏の一里塚として主に注目して来た。 然しながら其等の批判の或るも

のは此の詩の理解と評価に於て明らかに正鵠を得ていないので，近年 W. Clemen, 

J. R. Kreuzer, G. L. Kittredge, B. H. Bronson などに依り此の作品の再評価
(i 2) 

が企てられた。本稿では中世宮廷人としての Chaucer の立場が此の作品を如何に規

定したか，又宮廷人としての Chaucer の立場がこの詩に如何に反映しているか，此

の詩で Chaucer が何を言わんとしているのか，について検討し従来の批評家達が

Chaucer の欠点として来た点の幾っかについて再考し度いと思う。

Chaucer は若くして最初 Lionel 公の宮廷に仕えて以来殆ど一生を宮廷人として

過ごした。彼は詩人としてではなく，廷巨としての仕事のために宮廷に仕える宮廷人
（設 3)

であった。宮廷人になる時彼も indentures に依って

... serra tenuz a servir nostre ...... seignur tant en temps de peas 

come de guerre es quelles parties q'il plerra a nostre dit seignur bien 
（設 4)

et convenablement arraiez. 

と忠I減を誓わされたに相違ない。宮廷人にとって此の忠誠は根本的なものとして要求

された。 The Book of 的e Duchess の中で‘ man in blak ’の愛神に対する態
（詫 5)

度の中にも，仮令全く悶重量的な表現であるにせよ，忠誠が如何に志郎す的なものである

かを見る事が出来る。
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…・..I have even yit 

Be tributarye and yiven rente 

To Love, holly with good entente, 

And throgh plesaunce become his thral 

with good wille, body, hert, and al. 

Al this I putte in his servage, 

As to my lord, and did homage ; 

And ful devoutly I prayed hym to, 

He shulde besette myn herte so. 
（詫 6)

That hyt plesance to hym were, ..... . 

Chaucer が何故王室に仕える事を志したか， 宮廷人として若い時に実際どのような

仕事をしたか詳かで、ないが，兎に角若い時：から宮廷で一生を送る決心をしていた事は

想像に難くない。 そしてそれ相当の宮廷人としての忠誠心があった事は当然考えら

れる。

1369 年 9 月 12 日 Duke of Lancaster で、あった John of Gaunt の夫人

Blanche がその年流行した黒死病で、亡くなった。 John of Gaunt は政治的に最高

権力者の一人で，後には権勢国王を凌ぐ黒幕的人物になったが，個性の強い豪傑肌の

人で， Wycliffe を保護した事もある。 しかも Wycliffe の思想には殆ど宗教的理
（設 7)

解も関心も持っていなかった。 Chaucer と同時代の詩人 John Gower も改訂した

Conf essio Amαn志向を patron の John of Gaunt に献じ，彼を讃美している。

This bok, upon amendment 

To stonde at his commandement, 

With whom myn herte is of accord, 

I sende unto myn oghne lord, 

Which of Lancaster is He町i named: 

The hyhe god him hath proclamed 
（設 8)

Ful of knyhthode and alle grace. 
（註 9)

Chaucer は此の John of Gaunt とこの年までに 12 年近くの突わりがあり，何時

からか彼を patron としていた。 Duchess の計報が届いた時も Chaucer は John

of Gaunt と共に Picardy の戦場に居た。 John of Gaunt は女性関係が放逸であ

り相当乱脈な生活のために有名で、あったけれども，他の女性に対してはどうであれ，
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なくなった Blanche に対しては非常に深い追悼の念を持っていた事は記録からも想
（訪問）

像出来る。 The Book of the Duchess は夫人の死を悼む此の Jobn of Gaunt に

捧げられた哀悼詩である。

Chaucer がこの詩を仁！発的に書いたかどうかは明らかでない。と云うのは問主の

命令に基いて Confessio Amantis を書し、た事を喜んでいる Gower の琉了前の版

の一節は，一応詩人として世間に認められていた彼でさえも白ら詩を作るのに周囲か

らの抵抗を感じた事を裏書きしているからである。

-….. upon his [i.e. Richard II] comandynge 

Myn herte is wel the more glad 

To write so as he me bad ; 

And eek my fere is wel the lasse 

That non envye schal compasse 

Withoute a resonable wite 

To feyne and blame that I write. 

A gentil herte his tunge stilleth, 

'I.1hat it malice non distilleth, 

But preyseth that is to be preised ; 

But he that hath his word unpeysed 

And bandleth くonwrong) every thing, 

I preye un to the hevene king 

Fro suche tunges he me schilde. 

And natheless this world is wilde 
（註 11)

Of such jangling，.ー

まして駈け出しの素人詩人 Chaucer が自らこの詩を作ったとすれば， Gower 以上

の抵坑を感じた事と思われるO この抵抗を押し切って自発的に The Book of the 

Duchess を書いたとすれば，彼自身この詩に対して相当の白イ百があった事が窺える。
（詮 12)

又若し此の詩を John of Gaunt の命令で書いたとすれば，その時までに詩人とし

ての Chaucer の才能が広く宮廷に認められていた事になる。 結局 The Book of 

the Duchess が John of Gaunt の依頼に依って書かれたとしても，或は又

<Jhaucer が自発的に書いたとしても，その時までに Chaucer が宮廷で詩人として

或る程度自他共に認められていた事は明らかである。 そしてその詩の中に John of 
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Gaunt に対する宮廷人としての忠誠を彼が明らかにする事は勿論当然の事であった。

Edward II の后 Phillipa と共に Hainaut から英国に来て宮廷に仕えていたフラ

ンス人 Froissart でさえも英国の宮廷に居る間英国王に対する忠誠から離れる事は出

来なかった。彼が後に‘ sa loyale partialite ＇とか‘ narrateur fidらle et partial ' 
（註13)

の識を受けるのも此れが原因である。 The Summoner乍 Tale で＇ frere ’が

Beth war. 一...with lordes how ye pleye. 

Syngeth Plαc3bo, and ‘ I shal, if 1 kan,' 

But if it be unto a povre man. 

To a povre man men sholde his vices telle, 
（註 14)

But nat to a lord, thogh he sholde go to belle. 

と注意しているように，君主に対しては全く一面的な発言しか許されなかった。長い

宮仕えの問主君と一度も意見を異にして論争した事のない The Meγchαnt's Tale 

の Placebo の意見にも此の発言の一面性が察せられる。

1 have now been a court-man al my lyf, 

And God it woot, though 1 unworthy be, 

1 have stonden in ful greet degree 

Abouten lordes of ful heigh estaat ; 

Yet hadde 1 nevere with noon of hem debaat. 

1 nevere hem contraried, trewely ; 

1 woot wel that my lord kan more than 1. 

With that he seith, 1 holde it ferme and stable; 
（設 15)

1 seye the same, or elles thyng semblable. 

以上のように忠誠と云う廷臣に義務的な態度と， occasional poem としての詩の性
（註 16〕
格と， John of Gaunt の私生活の最も微妙な部分に関する内容とが The Book of 

the Duchess を外から規定する事になった。勿論こうした義務的な忠誠とは別に彼

自身の白然な感情である忠誠が存在している。彼が傷心の John of Gaunt の面前で

dreamer の口を通して

...... by my trouthe, to make yow hool 
（註 17)

1 wol do al my power hool. 

と決意の程を述べた時， Chaucer は臣下としてばかりでなく，人間的にも全く真撃な

気持だった事は推察出来よう。
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Chaucer が patron の夫人の哀悼詩を書くにあたって忠誠が必要だった事は以上

述べた通りであるが， The Book of 抗e Duchess でその忠誠を表明する立場にあ

る人物はdreamer である。その dreamer も J. R. Kreuzer が明確に区別した五

月の朝小鳥の声に目覚めるいきいきとした the dreamer in the dream の方であ

って， 恋わず、らいのために不眠で
（註 18)

Alcione の話を読む the dreamer awake ではない。 The Book of the Duchess は

Le Romαn de la Rose に依って弘められた dream-vision の枠に従っている。あ

からさまな complaint が宮廷人の Chaucer には儲かられる理由があったにしても，

こうした伝統的な dream-vision の枠の中での表現の方が彼により大きな詩想を促し
（註 19)

たと考えられる。 さて，その dreamer in the dream は‘ whelp ’を追って森に

ふみこみ‘ a man in blak ’が

‘ I have of sorwe so gret won 

That joye gete I never non, 

Now that I see my lady bryght, 

Which I have loved with al my myght, 
（註却）

Is fro me ded and ys agoon ....... ' 
（註 21〕 （註沼）

と最愛の lady の死に complaint を言っているのをはっきりと立聞きしてしまう。

この‘ man in blak ＇は勿論 Blanche を失って喪に服している John of Gaunt 

の立場に・致する。その dreamer in the dream は彼に深く同情を感じ，近づいて

丁寧に挨拶する。

...... stood 

Before hym, and did of myn [i.e. dreamer's] hood, 

And had ygret hym as I best koude, 
（設 23)

Debonayrly, and nothing lowde. 

然し‘ man in blak ’は隈想に耽っていて， しばらくたってやっと彼に気がつく。

I am ryght sory yif I have ought 

Destroubled yow out of your thought. 
（詮 24)

Foryive me, yif I have mystake. 

と the dreamer in the dream は自分の無撲を詑び，悲しみの余り口の重くなっ

ていた‘ man in blak ’から兎に角悲しみをすっかり吐き出させてしまおうと日出産に

決心する。即ち彼は‘m拍 in blak ’の complaint を立聞きして彼の悲しみのい
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われについてははっきり知っていたにも拘らず，完全な無知を装う事にして云う。

・ー..telleth me of your sorwes smerte ; 

Paraunter hyt may ese your herte, 
（註 25〕

That semeth ful sek under your syde. 

それに答えて‘ man in blak ’は彼が央った恋人が如何に美しく優しく立派な lj:性
（設 26)

で、あったかを長々と述べる。白分の愛も空しかった the dreamer は尚無知を装い，
（詫 2{l〕

α·mouγ COU'l・tois に基いて考えられる失恋の他の多くの可能性を前提として更に尋

ねる。

What los ys that ？ー－

Nyl she not love you? ys hyt so? 

Or have ye oght doon amys, 

That she hath left yow ? ys hyt this ? 
（設 28)

For goddes love, telle me al. 

‘ man in blak ’は彼女が彼の愛を受け入れた事，彼女との愛の突歓が幸福で、あった

事を仕方なく述べる。 the dreamer in the dream はこうして始めのもくろみ通

り相手に言わせたいだけの事をすっかり言わせる事に成功した。然し dreamer の立

場は全く妙なものになってしまった。

“ God wot, allas ! ryght that was she !” 

“ Allaふ sir, how? what may that be ?” 

“ She ys ded !”“Nay !”“Yis, be my trouthe !” 
（設 29)

“ Is that youre los ? Be God, hyt ys routhe !” 
（言E 30) 

こうした‘ man in blak ’との劇的な対話に見られる the dreamer in the dream 

は血の廻りの悪い間抜けな人間である。 。haucer は或はここで art poetical の中

の diminutio を念頭に置いていたのかも知れないが， 兎に角此の事は‘ man in 

blak ’との出会いで、日出嵯の機転を平IJかせた dreamer in the dream の最初の計画

の当然の帰着であって，‘ man in blak ’を慰めるために他に方策がなければ自分の

立場を犠牲にさえする the dreamer in the dream の一途に忠誠な態度を示して

し、る。 この dreamer の態度は Troil us αηd C1・iseyde の第五巻で示される

Pandarus の態度と全く異なる。

Pandare answerde,“ It may be, wel ynough,” 
And held with hym [i. e. Troilus] of al that evere he seyde. 
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But in his herte he thoughte, and softe lough, 

And to hymself ful sobreliche he seyde, 

“ From haselwode, there joly Robyn pleyde, 

Shal come al that that thow abidest heere. 
（設 31)

Ye, fare wel al the snow of ferne yere !” 

愛情を裏切ってしまっている Oriseyde の帰りを空しく待ちわび、ている Troilus を

慰めているこの Pandarus は The Book of the Duchess で＇man in blak ＇を

慰めた dreamer in the dream と同じ立場にある。 然し老治な手線手管を使う校

滑な Pandarus の二枚舌は the dreamer には全く見られず，そこには主君に忠誠

な dreamer の真情のみが感じられる。

この dreamer in the dream に依って主君に対する忠誠を表明した Chaucer が

Thョ Book of the Duchess iこ依って何を言わんとしているのか，即ち此の作品に於

ける Chaucer の意図が何であったかを次に取りあげ度い。そのために此の作品の a

つの特徴である反復を検討しなければならない。中世の art poetical は反復の型と

しては 7・epetitio, conve'f・sio, complexio, tγαdudio, conduplicαtio， αdnomi” 
（許 32)

nαtio, gγαdatio, inte1・pretatio 等を方式化していた。 Geotf rey of V insauf や

John of Garland 手に依って方式化されたこの art poetical は中世の詩想と表現
（詑 33)

を修辞的に規定していた。 Chaucer は Geotfrey of V insauf の Poet1・iα novα
（註 34)

を少なくとも一部分は知っていて The Cα叫erbu1・y Tales で言及しているが，彼の
（詮 35)

習作；時代のフランス詩の翻訳を通じてもその詩法を充分習得出来たに相違ない。 The
（誌 36)

Book of the Duchess の Blanche の描写に見られる如く， Chaucer は自由に取
（討 37)

捨選択しながらもその詩法に従っている。更に Herry Bailly が‘ clerk' vこ対して

‘ Y oure termes, youre colours, and youre 白gures,

Keepe hem in stoor til so be that ye endite 
（計 38)

Heigh style, as whan that men to kynges write.' 

と王達には格調の高い丈を書くべきである事を云っている事からも，初期の Chaucer

が John of Gaunt に献ずるこの詩にどれ程気を遣って又ど、れ程努力して a吋
（討 39)

poetical に依る色付けをしようとしたか推察出来る。その art できらびやかに技巧

的に修飾された The Book of the Duchess の中に fl立たないけれども作品をしっ

かりと組織づけている反復に注日する必要がある。尤もその修辞家達は何故に又如何

様に其等の art の細川を用いるかにつし、ては殆ど言及していない。つまり如何なる理
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由で如何なる目的のためにその紅色の各々の技術を用いるかについては作者に殆ど総
（註 40)

て委ねられていた。中世の作家の originality はここに見出されなければならない。

The Book of 抗g Duchess に於ける originality の一つはそこにある。 The Book 

of the Duchess は主題の反復から phrasal repetition, verbal repetition に至

るまで多くの反復から成立っていて，その各々が Chaucer に依ってどのような目的

で使用されているかを明らかにする事は作品の理解に重要な鍵を提供する。本稿では

その各々の修辞上の構想が art poetical のどれに相当するかではなく，その構想が

目的としていることについて検討する。

Tんe Book of the Duchess の反復は決して偶発的なものではなく，離れた語句

の連結や感情の強調のため明らかに意図的に用いられている。この事は Everett が
（設41)

‘ slep ’や‘ fals ＇について指摘している通りである。 verbal repetition や

phrasal repetition について一例をとれば，‘ man in blak ’は自分の悲しみにつ

いて

、.....whooso wol assay hymselve 

Whether his hert kan have pitee 
（設 42)

Of any sorwe, lat hym see me. 

と述べ更に繰返して次のように断言する。

...... whoso wiste al, by my trouthe, 

My sorwe, but he hadde rowthe 

And pitee of my sorwes smerte, 

That man hath a fendly herte ; 

For whoso seeth me first on morwe 

May seyn he hath met with sorwe, 
（設 43)

For y am sorwe, and sorwe ys y. 

こうして彼はあからさまに反復される‘ sorwe ＇で自分の感情を強調し又明確に呈

示する。 この‘ man in blak ＇はたまたま通りかかった未知の人 the dreamer in 

the dream にその悲しみの原因として，運命の友神と将棋をして敗れた事を話す。

この部分は夫人の死の腕曲な警えである。その dreamer は将棋で‘ fers ’を失った

からと云って悲しむ人など聞いた事がないと云う。 その‘ man in blak ＇は無作法

にわたらないように態と態敷に遠まわしに云ったのに相手の察しの悪し、のを零して，

Thou wost ful lytel what thou menest ; 
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（設 44)
I have lost more than thow wenest. 

と云い，自分の失った lady が如何に優しく美しく立派だったかを話す。この部分は

courtoisie の面で理想化された Blanche の eulogy で、あり， Chaucer は‘ man

in blak p の fl を借りて充分に Blanche を讃美している。そしてその婦人をどのよ

うに失ったか，即ち普通の所謂失恋のように愛情を打明けて断られたのか，それとも

その段階にも至らなし、のか呑み込めないでいるように見える dreamer に彼は繰返し

て

..... thow nost what thow menest; 
（註 45)

I have lost more than thou wenest. 

と i慢の愚鈍な事をi嘆き，彼が実際に彼女の愛を得ていて幸福で、あった事を物語る。こ

の部分では αmouγ COWi・tois の理想的恋愛が述べられている。そして今度は恋人と

の聞に過ちがあったと想像しその婦人の愛の行方を誘ってし、るような態度を取り，

‘ where is she nowγ と尋ねる dreamer に対して彼は三度

Thow wost ful lytel what thow menest; 
（註 46)

I have lost more than thow wenest. 

と同~き，＇She ys ded. ＇と答える。此の三度繰返され， 対話の内容を四分して夫人

の死の焼曲な警えと， courtoisie で HE想としている女性伐と，同じく理二想化された

恋愛と，‘ She ys ded p と云う句に分けている phrasal repetition は内容を四つの

部分に区劃する境界の役割をなしているのではなく，有機的に最初の三つの部分を第

四の部分‘ She ys ded. っこ結びつける key-phrase として対話の構成上重要な機能

を果している。又同ll;}'vこ此の反復には当然自分の悲しみを他人に分ってもらえないと

思ってし、る‘ man in blak ’に対する dreamer の同情的態度も強調されているc

この態度はそのまま Chaucer の John of Gaunt に対する態度でもあった。

更にもう」つ顕著な phrasal repetition は

1'1 ...... I wol telle yow wherfore ; 

2'1 ...... I wol tel the why; 

31 ...... I wol telle sone why soo. 

4 "1 I wil anoon ryght telle thee why. 
（設 47〕

5ｷ, ...... 1 wol tellen how, 

':·s~ dreamer や‘ man in blak ’の ~（動の動機や原珂を少しずつlリJ らかにしようと

する傾向を示して繰り返される句である。此等は The Book of the Duchess の暗
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示的色彩を更に濃いものにしている。

此のように暗示的で一見まとまりや釣合を欠いているように見える The Book of 

the Duchess に有機的なまとまりと作品としての主張を与えているのは主題の反復
（註 48〕

である。即ち失恋の主題，眠りの神に対する祈りとそれが叶えられると云う主題が二

度三度と繰返される。此の主題の反復について Alcione, dreamer, 'man in 

blak ’のJI頂に検討することにする。

先ず Alcione は航海から帰って来ない愛する夫の身を案じて，‘ For sorwe ful 
（註 49)

nygh wood P と全く乱心してしまっている。そして眠りの女神 Juno に眠らせてく

れるように

Send me grace to slep, and mete 

In my slep som certeyn sweven 

Wherthourgh that I may knowen even 
（訪問）

Whether my lord be quik or ded. 
（註 51)

と祈る。するとその願いは聞き届けられ，‘ wonder ’な夢の中で Ceyx に会える。

死んだ Ceyx は Alcione に云う。

...... My swete wyf, 

Awake! let be your sorwful lyf ! 

For in your sorwe ther lyth no red. 

For, certes, swete, I nam but ded ; 

Ye shul me never on lyve yse. 

But, goode swete herte, that ye 

Bury my body, for such a tyde 

Ye mowe hyt fynde the see besyde ; 

And farewel, swete, my worldes blysse ! 

I praye God youre sorwe lysse. 
（註 52〕

To lytel while oure blysse lasteth ! 

私は死んでしまって再び生きてまみえる事はない。いまさら悲しんでも詮なき事だ。

私のなきがらをほうむって欲しい。愛しき者よ，さようなら。神があなたの悲しみを

鎮めんことを。我々の十三福は余りに束の間のものであった。死んだ Ceyx は悲しみの

Alcione に夢で以上のように諭す。
（註 53〕

次に the dreamer awake は
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.... men myght axe me why so 

I may not sleepe, and what me is. 

…・..I have suffred this eight yeer, 

And yet my boote is never the ner ; 

For tber is phisicien but oon 
（註 54〕

That may me hele ; but that is don. 
（許 55)

と空しく失恋していて，‘ Al is y lyche good to me ＇と無気力になっている。そして
（註 51)

眠れぬままに Ceyx と Alcione の話を読んで‘wonder p だと思う。そして Alcione

と同様に戯れに眠りの神に祈って見る。

Rather then that y shulde deye 

Thorgh defaute of slepynge thus, 

I wolde yive thilke Morpheus, 

Or hys goddesse, dame Juno, 

Or som wight elles, I ne roghte who 

To make me slepe and have som reste, -

I wil yive hym the alderbeste 
（註 56〕

Yifte ..... . 
1,G'l' fi7 ]

このようにし、し、かげんに祈るとすぐ眠りに落ちて‘ wonderful p な夢を見る。

さて最後に‘ man in blak ’は

.... I see my lady bryght, 

Which I have loved with al my myght, 
（設 58)

ls fro me ded and ys agoon. 
（註 59)

と最愛の lady を失くし‘ wel nygh lost bys mynde.’と放心状態になっている。

彼は自分が‘ sorwe ’の権化であること，そしてその理由は立派な lady をなくした

ためで、あることを the dreamer in the dream に明らかiこする。

‘man in blak ＇と the dreamer in the dream の対話は the dreamer の

“ Be god, hyt ys routhe ！”と云う短い言葉で突然終っている。‘ man in blak ’ 

を慰めようとしたその dreamer がこの言葉で実際に‘ man in blak ’を慰められ

たと考えられるであろうか。又此の短い言葉で突然結末になる The Book of the 

Duchess で John of Gaunt を慰められると Chaucer I土思ったで、あろうか。夫を
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失った Alcione に深く同情して

.... trewly I, which made this book, 

Had such pitee and such rowthe 

To r0de hir sorwe, that, by my trowthe, 

I f erde the worse al the morwe 
（註 60)

Aftir, to thenken on hir sorwe. 

と自分まで気分を害してしまった程同情深い Chaucer がその短い！Etめの言葉でJohn

of Gaunt に充分河情を表わしていると考えられるであろうか。それとも

Y trowe no man had the wyt 
〔設 61)

'110 konne wel my sweven rede ；…・一

と云う the dreamer の言葉は夢の意味をとろうとする努力を＇ wonderful ’と云

う言葉の彼方に追いやってしまう事を望んでいるのだろうか。 rl:t処で再び dreamer

の性格について考えて見る必要がある。‘ man in blak ’と同じく失恋している立場

の the dreamer awake も，‘ man in blak ’と表面的には対等に口をききながら血

の廻りの悪い男として忠誠を示している the dreamer in the dream も共に謂わば

Chaucer の分身のようなものであるけれども， それらの分身を越えて物語を語って

いる Chaucer が居るのである。‘ man in blak ’が Blanche を失った彼自身に外な

らないことに聴者の John of Gaunt は容易に気付いてし、る。 'man in blak ’と

の対話はその“ Be god, hyt ys routhe ！”で、終っているが， John of Gaunt はこ

の物語の the dreamer awake の悩みや Ceyx と Alcione の話も聞いている。更に

dreamer が最後で 11党めて Ceyx と Alcione の本をまだ手にしている事も彼は聞

いている。 Chaucer がもf；びの部分で、 the dreamer を眠りに導いた Ceyx と Alcione

の物語に再び言及している：＇Ji：を John of Gaunt は注意するであろう。そして筏は

dreamer の言葉が終っても更にそれ以上の事を， dreamer や Alcione，更には

‘ man in blak P を exen'lplurn として作家の Chaucer が表現しようとしているの

に気付くであろう c The Book of the Duchess は dreamer と Alcione と‘man

in blak ’について主題の反復があり，彼等の situation が parallel であると云う

構成からすれば連想が‘ man in blak ＇を更に導いて行く。 Ovid からの物語が the

dreamer awake に眠りの神の存在とそれに対する祈りを教唆したように，同じ立場

にある‘ man in blak p も Alcione と the dreamer awake とから同じく神の存

在とそれに対する祈りを二重に暗示されている。そして‘ man in blak ’は眠りの
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神に冗談にでも祈る立場に居る。その｝二眠らずにし、る事は白然の理に反する。

……wel ye woot, agaynes kynde 

Hyt were to lyven in thys wyse ; 

For nature wolde nat suffyse 

To noon erthly creature 

Nat longe tyme to endure 
（設62)

Withoute slep and be in sorwe. 

この‘ ye ’には勿論 John of Gaunt も含まれている。そして債の眠りの神への祈

りは the dreamer awake や Alcione の場合と同様に必ず叶えられ，‘ wonder p な

夢を見るであろう。 Alcione が夢で Ceyx に会ったようにつohn of gaunt ’も夢

の中で Blanche に会うであろう。 Ceyx が Alcione に云ったようにその Blanche

は筏に云うで、あろう。

I praye God youre sorwe lysse. 
（註 63)

To lytel while oure blysse lasteth ! 

宮廷人で、あった Chaucer は John of Gaunt に無殺に直接この積極的諦観を勧

める事は出来なかった。 The Book of the Duchess も物語の極く表面的な筋の上

での中心は‘ man in blak ’の口を通して述べられる Blanche の α川our couγto is 

の面から理想化された女性像と理想化された恋愛の記述で、ある。然し物語の表面だげ

でなく inner meaning 即ち morality を読み取る事を作者は期待している。

Canterbury への巡礼者達に Nun’S Priest も

But ye that holden this tale a folye, 

（言1ご 64〕
Taketh the moralite, goode men. 

と自分の話から morality を汲む事を要求している。そうした morality を推察す

る習慣のあった中世人は此の The Book of the Duchess がその interp1・etatio

や significαtio と云う修辞上の構成に依り morality として‘ man in blak ' ；こ

眠りと諦観を勧めている事をはっきり理解した。この morality こそ Chaucer が

The Book of the Duchess で表現しようと意図したものであり，この詩の中に理
（設 65)

解される事を期待したものであり，読者或は聴者が理解すべきものである。

以と述べて来た如く宮廷人が自作の詩を王族に捧げると云う事情のため， The
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Book of the Duchess の成立過程で作者は忠誠4云う義務の面から大きく制約を受

けた。そしてその影響は作品の全体にわたって表現を規定し，技巧的なものにした。

此の成立事情と制約の影響は又 Chaucer と立場を同じくして忠誠を表明する the

dreamer in the dream の言動にも，更に又この詩が i叫e1・pretatio や significatio 

や morality に；－＇tっている構成にも窺える。この詩は一見冗漫で均衡を欠いで居り脈

絡も通っていないよう Iこ思われるが，上述の如く実は非常に技巧的な構成を有し冗

漫に見える箇所は’'j~は必ずしも冗漫ではなく，むしろ全体の構成上要求されたもので

あり，各部分が互いに密接に結びついていて正しく均衡を保っている。又無気力に見

える最初の部分と唐突な感じを与える結びの部分もやはり全体の構成上必然的に要求

されて居り，詩人の詩趣 kの欠点ではない。 Introduction to The Mαn of Lαw’s 
（註 66)

Tale から推察出来るように The Book of the Duchess の proem をなしている

Ceyx と Alcione の話は初め独立した作品で、あり．この詩を作るにあたって殆ど、そ

のまま挿入された可能性がないでもない。然し The Book of 杭e Duchess はその
（註 67)

挿話なしには単なる eulogy になってしまい，此の挿話を構成上不可欠な要素とし

て要求している。中世には低続的な文学の様式と伝統的な詩的感情が存在し，それ等

の明確な枠の中で詩が書かれた。 The Book of the Duchess の主体も上述の如く
（註 68)

此の伝統的な文学様式と伝統的な詩的感情である。ただ宮廷で英語で詩を書く伝統が
（註 69)

殆ど、なかった時期にフランス語の翻訳に依る習作時代を脱却しつつあった Chaucer

はこの作品を書くにあたって，言語の面でも，又その伝統的な様式と詩的感情の中で

も最善を尽くさなければならなかった。そして彼は実際に最善を尽くした，と云うよ

りは Lewis がし、みじくも云っているように当時の彼に出来る事以上の事を試みよう
（討： 70) 

と望み又努力した。此の真撃な若き Chaucer の一端は Blanche の美しさや自分の

感情を良く表現出来ずに

Me lakketh both Englyssh and wit 

For to undo hyt at the fulle ; 

And eke my spirites be so dulle 
（設 71)

So gret a thyng for to devyse. 

Trew ly I dide my besynesse 
（註 72)

To make songes, as I best koude, 

Althogh I koude not make so wel 
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（註 7よ）
Songes, ne knewe the art al, .... 

.... many a word I over-skipte 

In my tale, for pure fere 
（註 74)

Lest my wordes mysset were. 

ともど、かしがっている‘ man in blak ’の言葉にも認めるすI：が U ＼来る。 ThtJ Book 

of th'3 Duch3ss が何らかの欠長を感じさせるとすれば， それは伝統に従い且つ宮

廷人の立場を守ってその時の能b以上のことをしようとした Chaucer の過分の熱意

に帰さなければならない。
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